
平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

三

三

七

号

公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
会
長
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

緒

方

林

太

郎
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公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
会
長
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
の
藏
内
勇
夫
会
長
は
、
今
年
の
新
年
ご
挨
拶
で
以
下
の
よ
う
な
事
を
述
べ
て
い
る
。

「
さ
て
、
昨
年
の
十
一
月
二
十
八
日
に
地
方
獣
医
師
会
会
長
の
皆
様
、
さ
ら
に
関
係
機
関
の
皆
様
に
、
「
国
家
戦
略
特
区
に
お

け
る
追
加
の
規
制
改
革
事
項
に
つ
い
て
」
の
決
定
及
び
そ
れ
に
伴
う
告
示
改
正
に
関
す
る
意
見
募
集
の
協
力
を
お
願
い
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
年
の
ご
挨
拶
に
ふ
さ
わ
し
い
お
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
改
め
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
で
、
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
一
つ

に
獣
医
学
部
新
設
が
あ
り
ま
す
。
獣
医
師
の
需
要
動
向
を
み
ま
し
て
も
、
地
域
偏
在
や
職
域
偏
在
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
的
観

点
か
ら
獣
医
師
数
は
不
足
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
平
成
十
九
年
に
農
林
水
産
省
で
行
わ
れ
た
獣
医
師
の
需
給
調
査
に
お
い
て
も
、

今
後
、
獣
医
師
が
過
剰
と
な
る
場
合
や
不
足
す
る
場
合
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
が
、
不
足
す
る
と
い
う
結
論
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
過
去
五
十
年
間
、
獣
医
学
部
が
設
置
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
現
在
、
日
本
獣
医
師
会
で
は
、
地
域
偏
在
や
職
域
偏
在
を
解
決
す
る
た
め
、
六
年
制
獣
医
学
教
育
が
始
ま
っ
て
以
来
三
十

六
年
間
、
新
規
獣
医
師
へ
魅
力
あ
る
職
場
の
提
供
、
処
遇
の
改
善
、
女
性
獣
医
師
の
就
業
支
援
を
全
力
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

一



れ
と
並
行
し
て
、
全
国
の
獣
医
学
系
大
学
は
、
文
部
科
学
省
の
支
援
の
下
で
、
半
世
紀
に
亘
り
獣
医
学
教
育
の
国
際
水
準
達
成

に
向
け
た
自
律
的
改
善
を
計
画
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
諮
問
会
議
で
の
有
識
者
委
員
の
発
言
は
、
あ
ま

り
の
不
見
識
さ
に
目
を
覆
い
た
く
な
り
ま
す
。

十
一
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
国
家
戦
略
特
区
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
「
広
域
的
に
獣
医
師
系
養
成
大
学
等
の
存
在
し
な
い
地

域
に
限
り
獣
医
学
部
の
新
設
を
可
能
と
す
る
た
め
の
関
係
制
度
の
改
正
を
、
直
ち
に
行
う
。
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
十
一
月
十
八
日
付
け
の
「
文
部
科
学
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係

る
告
示
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
案
）
」
に
関
す
る
意
見
募
集
が
一
カ
月
間
あ
り
ま
し

た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
六
月
三
十
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
日
本
再
興
戦
略
改
訂
二
〇
一
五
の
獣
医
師
養
成
系
大
学
・

学
部
の
新
設
に
関
す
る
検
討
の
中
で
、
既
存
の
獣
医
師
養
成
と
は
異
な
る
構
想
が
具
体
化
し
、
さ
ら
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
等

の
新
た
な
分
野
で
の
獣
医
師
の
需
要
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
需
要
に
は
既
存
の
大
学
・
学
部
で
は
対
応
が
困
難
で
あ

り
、
近
年
の
獣
医
師
の
需
要
動
向
を
考
慮
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
提
案
主
体
者
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
構

想
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
に
合
致
し
て
い
ま
せ
ん
し
、
全
国
的
見
地
か
ら
獣
医
師
が
不
足
し
て
い
な
い
の
で
、
な
ぜ
新
た
に
獣
医

師
養
成
大
学
を
設
置
す
る
の
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

二



こ
の
よ
う
な
暴
挙
と
い
う
べ
き
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
の
新
設
は
、
こ
れ
ま
で
関
係
者
が
実
施
し
て
き
た
国
際
水

準
達
成
に
向
け
た
努
力
と
教
育
改
革
に
ま
っ
た
く
逆
行
す
る
も
の
で
、
不
適
切
で
あ
る
こ
と
、
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
七
日

開
催
の
本
会
第
七
十
一
回
通
常
総
会
で
決
議
し
た
と
お
り
獣
医
学
分
野
の
入
学
定
員
の
抑
制
方
針
の
緩
和
に
よ
る
獣
医
学
部
・

学
科
の
新
設
に
は
反
対
す
る
こ
と
を
、
今
後
も
主
張
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
今
回
、
獣
医
学
教
育
及
び
獣
医
師
職
域
の
現

状
及
び
将
来
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
十
分
な
検
証
も
行
わ
ず
、
本
会
等
関
係
者
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
も
な
い
ま
ま
、
一
方
的

に
獣
医
学
部
の
新
設
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。
養
成
人
数
の
過
剰
問
題
を
抱
え
て
い
る
弁
護
士
や

歯
科
医
師
の
よ
う
に
な
る
こ
と
だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
長
と
し
て
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

こ
れ
を
踏
ま
え
、
三
月
十
五
日
の
内
閣
委
員
会
で
以
下
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。

〇
緒
方
委
員

（
略
）
そ
れ
ぞ
れ
の
所
掌
範
囲
の
中
で
、
こ
の
獣
医
師
会
会
長
の
見
解
を
共
有
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

（
途
中
略
）

〇
義
家
副
大
臣

こ
の
獣
医
師
会
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
（
緒
方
委
員

三



「
い
や
、
確
認
し
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
確
認
し
て
何
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
呼
ぶ
）
共
有
し
て
お
り
ま
す
。

一

文
部
科
学
省
は
、
こ
の
答
弁
の
通
り
、
そ
の
所
掌
範
囲
の
中
で
日
本
獣
医
師
会
会
長
の
見
解
を
共
有
し
て
い
る
か
。

二

政
府
は
、
日
本
獣
医
師
会
会
長
の
見
解
を
共
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


